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Abstract  

AJavaApplicationwasprogrammedasanattempttohelpforelgnlanguagelearnerStO  

enrichandsolidifyvariouskindsofknowledgeaboutthetargetlanguage・Theapplication  

consistsof5tabbedscreenswhicharedesignedtoprovidetwomqorfunctions‥PraCticein  

vocabularyandpracticethroughmultiplechoices，uSlngthedatathatareobtainedasa  

resultofeditingtext・Inimplementlngthesefunctions，teXtPrOCeSSlngteChniquesplayan  

importantrole・  
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1． はじめに   

インターネット上には英語をはじめ外国語で書かれている文書も多く公開されており、外国語  

学習の観点からすると、バラエティーに富んだ膨大な量のテキストに接することができる。外国  

語で書かれているウェブページやドキュメントなどを読む場合、当然ながら、辞書で意味を確認  

したい語句がテキスト中に含まれていることも多い。   

英語の文書をコンピュータ上で読む場合、未知の英単語の意味を瞬時に表示してくれる一種の  

翻訳ソフトがある。そのような翻訳ソフトのひとつ1）は、辞書引きした語のリストをファイルに  

保存するという機能を提供している。このようにして得られたリストはユーザに独自の「単語帖」  

であり、貴重なデータと言える。しかし、外国語の自己学習、特に語彙力を高め、定着を図ると  

いう観点からすると、この種のデータを反復練習用の問題データとしてさらに活用することが望  

まれる。そこで、筆者はこの種の語彙練成機能を中心に、外国語の自己学習支援をめざすアプリ  

ケーションをJava言語2）で試作してみた。以下は、その概要と簡単な使用説明である。  

2．アプリケーションの概要   

今回試作したアプリケーションは、辞書引き機能によってテキスト読解を支援するとともに、  

自己学習に供する教材作成の支援を目的とする。具体的には、テキスト処理の技法を組み込んで、  

－37－   



福田  責  

語彙問題の作成と出題および多肢選択問題の作成と出題という2つの機能をGUI（グラフィカル  

ユーザインターフェイス）で実現することである。   

筆者のJava開発環境は、OSがWindows98，開発キットはJ2SDKl，4．Obeta2である。Java言語にお  

いてGUIコンポーネントを扱うパッケージはSwingと呼ばれている。Swingで提供されているク  

ラスを中心に作成された英語学習支援ソフトであるという意味で、アプリケーションの名称を便  

宜的に一一SwingdeEnglish一一とし、実行ファイル名はSwinglishOljarとした。以下、SwinglishOlと言  

及することにする。   

SwinglishOlは5つのタブ画面から構成される。操作の基点となるのはテキストを表示するタ  

ブ画面であるので、図1のように、この画面を中央に配置し、起動時に選択表示されるようにし  

た。この中央タブから左には語彙問題作成と出題を担うタブ画面を配置し、中央から右方向には  

選択問題の作成と出題を担うタブ画面を配置した。  

図1 5つのタブ画面の機能と配置   

このアプリケーションは、ファイル入出力をはじめとするデータ処理を適切に行うために、図  

2（次頁）に示すファイル構成を想定する。   

SwinglishOljarは大小60余りのクラスファイルを1つの実行ファイルにまとめて圧縮したもの  

で、アプリケーション本体である。Initcfg．txtは、次回起動時に備えて、前回終了時点でのオプ  

ション設定値を保持しておくファイルである。5つのディレクトリのうち、dictディレクトリに  

は単語検索で使用する辞書ファイル3）を、imgディレクトリにはアイコンなどの画像ファイルを、  

helpディレクトリには使用方法を説明するhtmlファイルを、それぞれ、収納する。Vbcディレク  

トリには、語彙問題関係のデータファイルを入れ、Mchoiceディレクトリには選択問題関係の  
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データファイルを入れることにする。  

図2 ディレクト」の内部構造  

Swin苫Iish  

ファイルフォルタ  

ファイルフォルタ  

ファイルフォルタ  

ファイルフォルタ  

ファイルフォノ膵  

1柑 テキスト文書  

g2にB Exe仁utableJar FiIe  

包di亡t  

⊂］Help  

［コimg  

泡m亡hol仁e  
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薗init亡fg・tXt  

泡S州ingI・Shロl・jar  

3．SwinglishOlの使し 

Java実行環境がインストールされている環境では、SwinglishOljarのアイコンをダブルクリック  

するとアプリケーションが起動する。アプリケーションを終了するには、メニューの「画面切  

替」から「アプリケーションの終了」ボタンを選択するか、画面右上の「閉じる」をクリックす  

る。  

3．1語彙問題の作成と出題   

初期画面の中央はテキストを表示するためのエリアである。クリップボードにある内容をぺT  

ストしたり、選択したファイルの内容をここに表示させることができる。  

図3 表示されたテキストファイルの例   
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デフォルト設定では、背景色は白、文字色は黒、フォントはTimesRomanの標準スタイル、サイ  

ズ16で表示されるが、「オプション」メニューの「カラーとフォントの設定」ボタンから、設定  

を変更することができる。  
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この画面は単語検索機能を提供する。ここで言う 「単語検索」機能とは、テキスト中の英単語  

などを選択すると、その語が辞書ファイルに登録されているかどうかを検索し、登録されている  

場合には、その語の意味をポップアップダイアログで表示する機能のことである。検索対象は3  

通りの方法で指定できる。通常は単語の上にマウスボインタを合わせてシングルクリックする。  

熟語や（ピリオドを含む）短縮語の検索にはドラッグによる範囲指定が効果的である。さらに、  

画面上部にあるフィールドに対象語句をタイプ入力した後エンタけキーを押すことでも検索を実  

行できる。5）   

選択された対象語に、ピリオド、カンマ、引用符などの記号がついている場合や、複数形、過  

去形、最上級形などの屈折語尾が付いている場合にも対処でき、高速な検索が実行されるので、  

クリック後はぼ瞬時にして下のようなポップアップが現れる。  

図4 単語検索のポップアップ表示  

encyclopedia  百科事典，百科去辛典  pick upl．（調子が）上向く，回復する，2  
指い上げる，3．《ロ》（和人を）捕らえ  

，4．買う，5．（異性と）知り合う，ひっかけ る   

検索が成功した場合、ポップアップ表示されたのと同じ内容がWordsAndPhrasesタブ画面に  

順次追記されていく。  

図5 WordsAndPhrasesタブ画面に表示された単語データの例  
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この画面に表示されているのは、検索された語彙とその意味記述の組からなるデータである。  

必要に応じて語義の削除や品詞情報の追加などの編集を行った後、このデータをファイルに新規、  

あるいは追加保存できる。保存先は、VOCディレクトリである。さらに、既存の語彙データファイ  

－40－   



外国語の自己学習の支援をめざしたJavaプログラムの試作  

ルを読み込んでこの画面に表示し、その内容を編集することもできる。このようにして作成され  

た語彙データファイルは、学習者に独自の「締習用単語帳」であり、次のVbcabularyMaster画面  

において、問題データとして読み込まれる。   

VbcabularyMasterタブ画面は、語彙問題の出題と正誤チェック、採点と表示を行う画面である。  

操作の手順はシンプルで、基本的に、ツールバーに並んでいるボタン6）を左から順にクリックし  

ていけばよい。  

図6 VocabularyMaster画面ツールバー上のボタン  

＿±旦要塵＿⊥旦旦j旦 

まず、左端にあるモード選択ボタンで「練習モード」あるいは「挑戦モード」を選択する。次  

に2番目の「データファイル選択ボタン」で語彙データファイルを指定する。3番目の「MaxNum」  

ボタンは出題する問題数を設定する。4番目は「ヒント文字数」を設定するボタンで、必要に応  

じて、正解の語句の先頭から3文字目までをヒントとして表示させることができる。これで出題  

のための設定が完了する。   

5番目は「スタート」ボタンを押すと、最初の問題が提示される。問題の番号は6番目の「ナ  

ンバー」ボタンに表示される。問題データはランダムに並べ替えられてから出題されるので、指  

定された問題データファイルや出題数が同じでも、毎回異なる順序で出題されることになる。下  
／▲＼  

の図9は、「挑戦モード」を選択し、先iまど作成した語彙データを出題ファイルとして指定し、出  

題数10、ヒント文字数を2に設定して、最初の問題が出題されたときの画面である。  

図7 VocabularyMaster画面   

ユーザは表示される語義とヒント文字から判断して、英単語を解答欄に入力する。エンター  

キーを押すと正誤のチェックが行われる。「挑戦モード」を選択していると、画面下方に正答数と  

正答率が示される。ただし、正誤にかかわらず、次の間題が自動的に表示され、予定出題数まで  

繰り返される。  

「練習モード」では、正解の場合、次の間題が表示される。そうでない場合には、解答欄の背景  

－41－   



福田  薫  

色がライトグレイに変更されるので、不正解の合図となる。正解が思い当たらないときは、7番  

目の「ボーナスヒント」ボタンを押すと、さらにもう1文字分だけ追加表示される。8番目の  

「正解ボタン」を押すと、すべての文字が表示される。「練習モード」では、解答欄に正解をきち  

んと入力してはじめて次の間題に進むことができる。このモードでは語彙の定着に主眼を置いて  

いるためである。  

図8 不正解時の画面（左）と正解表示させた画面（右）   

予定の出題数を出題し終えると、「挑戦モード」では、簡単な成績データの表示のほかに、オプ  

ショナルな操作として、不正解だった問題の確認、そのデータを語嚢ファイルへの保存、および  

今回の成績を保存することができる。不正解問題を集めて「弱点克服」のためのデータファイル  

としての活用が考えられる。  

図9 出題終了時のダイアログ画面7）   

また、ファイルに保存された成績は、ツールバーの右端にある「成績表示」ボタンを押すと、  

最近8回分のデーター覧が表示される。過去の自分の成績と比較することで学習の動機付け効果  

を期待できる。  

3．2 多肢選択問題の作成と出題   

SwinglishOlのもうひとつの目的は、テキストを編集して多肢選択問題を作成し、データファイ  

ルから出題して繰り返し練習できる機能を提供することである。多肢選択問題は語法や文法にか  

かわる学習項目をはじめとして、反復練習によって広範雑多な知識の定着を図るのに効果的であ  

る。ただし、選択問題の作成するには、選択肢候補の案出などの知的な作業8）の他に、設問文、問  

題文、選択肢、解説などの入力作業が必要である。そこで、煩わしい入力作業の労力をできるだ  
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け省く工夫をした。   

穴埋め形式の多肢問題を作成する手順は概略次のようになる。  

図10 テキストをドラッグで選択  

（1）まず、ReadAndConsultタブ画面上に表示されているテキストのうち、多肢選択問題の問題文   

になりうる部分をマウスでドラッグする。  

（2）ポップアップダイアログが現れるので、「ChoiceMaker画面ヘコピー」を選択する。  

（3）自動的にChoiceMaker画面に切り替わり、画面上部の作業エリアに文字列がコピーされる。  

（4）問題では空欄にしたい部分をマウスでドラッグして選択する。単語に限らず、語句や文単位   

でも選択できる。単語を選択するときは右クリックも使える。  

（5）ポップアップダイアログが現れ、どの番号の選択肢を正解とするかを指定する。  

（6）画面中央に並んでいる表示欄に、定型文字列や加工処理された文字列が自動的に補われる。  

図11ChoiceMakerでのデータ編集  
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（7）正解以外の3つの選択肢欄に入力する。「問題文2」および「解説」の欄はオプショナルで   

あり、必要に応じて入力する。  

（8）ツールバー左端の「データ追加」ボタンを押し、データファイルを指定または新規ファイル   

を作成して、今作成した問題を追加保存する。ファイルの保存先はmchoiceディレクトリであ   

る。   

MultipleChoiceタブ画面は、mChoiceディレクトリに置かれているデータファイルを読み込ん  

で、多肢選択問題を出題、正誤照合、成績表示などを行う画面である。「練習モード」と「挑戦モー  

ド」が選択できる。   

VbcabularyMasterタブ画面と同様に、操作手順はツールバー上のボタンの並びに反映されてい  

る。上から3つのボタンは順に、「モードの選択」、「問題データファイルの選択」、「予定出題数の  

設定」を行う。4番目の「出題開始」ボタンを押すと、画面中央に設問、問題、選択肢が表示さ  

れる。正解と思われる選択肢をマウスでチェックした後、5番目の「正誤チェック」ボタンを押  

す。正解ならばボタンの背景色が黄色に変化し、不正解なら灰色に変化する。「練習モード」では  

正誤照合の際、解説記事があればそれを画面下方に表示する。「挑戦モード」では解説表示はない  

が、予定出題数終了後、簡単な成績表示とともに、不正解問題の確認とデータのファイル保存、  

成績記録の保存などがオプションで可能である。  

図12 MultipleChoice画面「練習モード」での出題表示例  

【問題ヨ 空車齢こÅるぺきもっとも適切な表現を選びなさい。   

Wllafwouldypudoifyo11WaJltedtoleamabouIsolnedling？Atraditionalwayis  

Iosotoyourbookshe牲pickup（ ），andstarthImingpages．  

「l：SOmefloppydisぐS   

Fユ＝adictionaJYOl・encyclopedia   

「3：abestseller   

に4：卸頑細密  

【解説】繚濾l如n扇「従来鱒ム誹示kshelf「布椰」，enCyClopedia「首料  

亭軌】  

4．おわりに   

SwinglishOlは筆者にとって実質的に最初のJavaアプリケーションである。経験不足のため、  

膨大な時間と労力を費やしたにもかかわらず、残念ながら内部公開版のレベルにとどまっている。  

ユーザインターフェイスをはじめ、改良すべき点が多いに違いない。大方のご叱正をいただきた  

い。9）  
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注  

1）筆者はバビロン社（http：／／www．bal）ylon．com／index．html）が開発した「瞬訳名人バビロン」を念頭   

においている。  

2）Javaはサンマイクロシステム社が開発したオブジェクト指向のプログラミング言語のひとつ。   

特定のプラットフォームに依存しない汎用性と高い安全性のゆえに、WEBアプリケーション、   

サーバー側処理言語として用いられている。  

3）Kummi氏が作成された英和辞書gene95（収録語数57，350語）を使用させていただき、   

SwinglishOl用に編集してgene95vl．dicというファイル名でdictディレクトリに置いている。  

4）Java実行環境を提供するソフトウェアは、Javaの開発元であるサンマイクロシステム社の   

ウェブサイト（http：／hava．sun．com／）からダウンロードできる。  

5）さらに第4の方法として、ツールバー上にある「一括検索」ボタンを押すと、テキスト中の   

すべての単語を順に検索していく。通常の英文テキストには基本的語彙が高頻度で現れるので   

一括検索を行う意味はあまりない。インターネット上には難易度別、品詞別、意味分野別など   

の英語語彙リストが公開されている。一括検索はそのような語彙リストに対して適用するのが   

最も効果的である。  

6）アイコンの一部は、Microsoftデザインギャラリーライブ（http：／／dgl．microsoft．com／）において   

公開されているクリップイメージを使用して作成した。  

7）終了時のダイアログ画面の中では、成績に応じて5種類のイメージを使い分けている。これ   

らのマンガイメージの作成には、西村誠一氏の「コミックツー ル Verl．2B」（http：／／   

www．asahiJlet．Or．jp／～tZ2s－nSmr／）を使用させていただいた。  

8）初学レベルの学習者にとっては多肢選択問題を自作するのは不可能に近い。そのような場合   

は、市販の問題集、外国語学習系のウェブページやメールマガジンの配信を活用する。Choice   

Maker画面を使って、これらのソースからの選択問題をデータファイル化する方法は、個人レ   

ベルで活用する限り著作権法上の問題はないし、タイプ入力による学習効果も期待できる。  

9）SwinglishOlに興味を持たれた方は筆者（fukuda＠cc．hokkyodai．acjp）までご連絡ください。  
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